
1 月号

1.87
本年もよろしくお願いいたします。元旦から能登地震や飛行機事故など大変な事態
です。私に出来る事を考え行動したいと考えております。

■依頼主様 南陽市在住S様夫妻 夫：31歳 奥様：32歳 お子様：2歳・1歳の4人暮らし

No.137

現在はアパート暮らしだが、10数年間、他界した祖父

の家が放置されている。何とかそちらに新築をしたい

が問題が山積。

その後、ハウスメーカー様より

セカンド・オピニオン を紹介、来

店

2950

ご夫婦の個人情報から開示スタート。結果、旦那様に8年前の消費者金融が浮き出た。現在も支払いが残っ

ており、毎月返済を続けているが金利が高く8年経過してもまだ40万円前後の残債が残っていました。この

事は薄々奥様も気づいている様でしたが、改めてお話合いの場を設けて旦那様の実家より援助を受け完済。

問題は物件ですが、資金計画やご夫婦の年収など詳細に分析。結論はやはり時間が掛かっても祖父の土地、

建物に計画がベストと判断。司法書士や土地家屋調査士と連携をして最終的には旦那様の母が相続。物件は

解体して新築の方を希望。10カ月の期間を要しましたが融資上の筋道をしっかりとコンサル！

結果⇒2950万円の内諾

(50歳）

子供が成長するにあたり現在のアパートが手狭になり、悩んでいたところ10数年間放置されている旦那様の祖父の土地、

建物がある。祖父が亡くなってから放置されて法的にも、物件的にも問題が山積。また、旦那様より個人情報に自信がな

いとのお話があり、その点も心配。ハウスメーカー様と打ち合わせを重ねてきたが、当初は祖父の物件の問題が山積との

事もあり、全く別の土地に計画、試算したが毎月の返済額が合わなく迷走している状態。

初期対応
時の状況

解決
方法は
こちら！

セカンド・オピニオンでは、上記のようなご相談も可能です！

※コンサルティング
サービスは【A.B.Ｃコース】
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